
平成12年度 （2000）
① 設立に向けて ①

◆生涯スポーツボランティア募集（平成12年2月）

◆高富町スポーツ振興審議会

会員数 240 ◆たかとみ総合スポーツスクール

② 設立総会 ②
（平成１３年３月１０日）

平成13年度 （2001）
① 事務局開設 ① 山県市総合体育館医務室借用

４／１２～会員受付開始
会費：ジュニア（小・中）2,550円、高校生以上2,600円
　　　６０歳以上1,200円、ファミリー8,000円

② スタートの会 ② 4月28日　活動開始

③ 秋のスポーツフェステイバル ③ 11月11日 ・多種目交流会　
11月12日 ・山崎一彦陸上教室

　（元オリンピック選手）
・ストレッチング教室
　県ＳＳＴＣより講師を招聘

会員数 925
平成14年度 （2002）

① 月一イベント ① 多世代交流大会（グラウンドゴルフ）

② 秋のイベント ②

③ 冬のイベント ③ スキー教室

会員数 1,286
平成15年度 （2003）

① スタートの会 ①

② 秋のイベント ②

会員数 1,253
平成16年度 （2004）

① クラブハウス完成 ① 3月　toto助成金により待望のクラブハウスが完成。
4月10日「スタートの会」にて開所式を行う。

② 種目ガイド作成 ②

③ 夏のイベント（夏まつり） ③ 「第1回夏まつり」
遊び屋台、盆踊り大会、宝探し

会員数 1,319
平成17年度 （2005）

① 春のイベント ① ５月　「全日本男子バレーボールチーム紅白戦」

② 秋のイベント ② 美山地区「史跡巡りウォーキング」
白山神社～乾小学校

会員数 1,271

大桑城登山

各種目の指導者紹介と種目代表者による抱負発表を行い活
動開始

「山県市総合運動場の完成」と「全国大会3大会の誘致」
は「スポーツのまち高富」を目指す契機となり、クラブ設
立に向け大きな原動力となった。
(※H8全中・H10全国スポレク・H12インターハイ)

平成12年「21世紀を展望したスポーツ振興の在り方」に
ついて諮問を受けたスポーツ振興審議会は、教育委員会と
連携を図り「生きがい・ふれあい・夢と感動をもたらすス
ポーツの町づくり」を目標に掲げ、その担い手として平成
13年3月「たかとみスポーツクラブ」が設立された。

「安全で楽しいスキー技術をいろいろな友達と一緒に学ぼ
う」をテーマにスキー教室を開設。以来恒例行事となり、
現在も会員・非会員を問わず多数が参加するイベントと
なった。

「普段出来ないことと出会う場・季節に応じた楽しみの
場」として実施。

現在の基礎となるスタッフ編成や活動内容の整理を図る。

身近なところで日本のトップレベルの選手とふれあい、ス
ポーツへの関心を高めてもらうことを願い開催。
観客数977人、役員73人

大桑地区「史跡巡りウォーキング」
南泉寺・十五社神社・ミニ八十八寺を巡るスタンプラリー
を実施

年　　　度

「ＮＰＯ法人たかとみスポーツクラブ」15年の歩み
事　業　概　要
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年　　　度 事　業　概　要
平成18年度 （2006）

① 5周年記念イベント ①

② 夏のイベント（夏まつり） ② 「Vリーグ選手サイン会」

会員数 1,232
平成19年度 （2007）

① 会費改定 ① 年会費一律5,000円
② 種目別研修会（陸上） ② 7月　「あこがれのオリンピック選手と一緒に走ろう」

③ 法人登記 ③
④ 文科省・(財)日体協事業 ④

⑤ ＮＰＯ法人格 ⑤ 10月　山県市総合体育館にて記念式典・イベントを開催
取得記念イベント オープニングセレモニー：県岐商吹奏楽部に演奏依頼

式典、種目紹介、種目対抗大縄跳び大会
会員数 1,161

平成20年度 （2008）
① 入会金・年会費改定 ① 入会金1,000円、会費5,000円(４月～)・4,000(８月～)

会費2,000円(12月～)
② 施設の管理運営事業Ⅰ期 ②

③ 定款変更 ③
④ 春のイベント ④
⑤ 夏のイベント ⑤

（サマーフェスティバル）

⑥ 秋のイベント ⑥ 「ＴＳＣスポーツフェスティバル」
各種目別に期日を設定し大会を実施
「第１回ＴＳＣ杯硬式テニス大会」開催

会員数 1,261
平成21年度 （2009）

① 岐阜県知事表彰 ① 10月　「岐阜県地域子ども支援賞」受賞

② テレビ放映 ②

会員数 1,314
平成22年度 （2010）

① 10周年記念イベント ① ９月　「全日本女子バレーボールチーム紅白戦」

② 定款変更 ②
③ 秋のイベント ③
④ 文部科学大臣表彰 ④ 10月　「生涯スポーツ優良団体」表彰受賞

岐阜県教育委員会推薦
会員数 1,412

平成23年度 （2011）
① スポーツ教室 ① 年三期開催を年間開催（月３回）に変更
② 施設の管理運営事業Ⅱ期 ②

③ 総合体育館改修工事 ③ 第１期：8/13～10/14､第２期：10/15～3/16
第１期工事：風除室増築、観覧席屋外階段、アリーナ床

 研磨、玄関
第２期工事：トレーニングルーム・渡り廊下増築

④ 文部科学大臣表彰 ④ 岡田理事長個人表彰受賞「生涯スポーツ功労者」賞
岐阜県教育委員会推薦

⑤ 岐阜県知事表彰 ⑤ 10月　「岐阜県地域子ども支援賞」受賞
⑥ 交流会 ⑥ 12月　「ＴＳＣ中学校バレーボール交流会」

県内９団体、県外１団体参加
会員数 1,345

８月24日（８月９日設立認証）

ミニ運動会

チャレンジランキング
事業項目分割、理事会・総会権能一部変更

理事数変更（増員）

恒例の遊び屋台等の他に、バレーボール全日本代表選手の
サイン会を企画。デンソーエアリビーズ　石井、櫻井（北
京オリンピック代表）両選手

アテネオリンピックリレー代表「向井裕紀弘選手陸上教
室」を開催

アトランタオリンピック代表　宮村愛子選手

Ⅰ期管理委託施設の他、新たに７体育施設を加えて事業を
継続。本事業担当職員体制も再構築を行う。

「子供の体力向上キャンペーン」スポーツ選手ふれあい指
導事業「宮村愛子ふれあいバドミントン教室」開催

4月1日から、山県市総合運動場他市内３体育施設の指定
管理者として新規事業に取り組み、クラブは新たな役割を
担うことになった。

「夏まつり」は、「サマーフェスティバル」と名称を変
え、メインイベントに県岐商吹奏楽部によるサマーコン
サートを開催。

山県市有線テレビ局により、広く市民に浸透したスポーツ
クラブとして各種目の活動を紹介する番組が放映された。

クラブ創立10周年記念事業並びにぎふ清流国体山県市応
援事業の一環として全日本女子チームを招聘。多くのバ
レーボールファンが集い、選手のプレーに堪能した。
観客数1,176人、招待者42人、役員・補助員161人

「ふれあいサッカー教室・あこがれのＪリーグ選手と一緒
に楽しもう」
大分トリニータ梅田選手・コーチを招聘
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年　　　度 事　業　概　要
平成24年度 （2012）

① スポーツ教室 ① 受講料を月謝制に変更。口座引落にて納入。
② 総合体育館改修完了 ②

③ 広報活動 ③ ４月　フリモ導入。
ホームページに加え、携帯サイトにて月々の日程表配信。
各種変更・案内の配信開始。

④ ぎふ清流国体・清流大会 ④ 指導者・スタッフ・中学生会員のボランティア参加。

⑤ ジュニアサポート研修会 ⑤

会員89名、一般4名、指導者15名参加
会員数 1,326

平成25年度 （2013）
① 市制１０周年記念イベント ①

山県市内全中学生約900名、一般120名、スタッフ44名
② 夏のイベント ②

（サマーフェスティバル）
各種目の中学生スタッフを中心に趣向を凝らした。

③ TSCカップ硬式テニス大会 ③

　 ④ 総合グラウンド改修工事 ④ 総合グラウンドの防球ネット改修工事
工事期間　1月～3月

⑤ 岐阜県知事表彰 ⑤ 10月　「岐阜県地域子ども支援賞」受賞
⑥ 人命救助 感謝状 ⑥ 山県市消防本部山県南消防署長贈

会員数 1,286
平成26年度 （2014）

① 施設の管理運営事業Ⅲ期 ①

② 消費税8％増税 ② 消費税8％に伴い、料金改定。
③ 夏のイベント ③ 県岐商吹奏楽によるサマーコンサート、映画鑑賞を開催。
④ 体育施設市民無料化 ④

⑤ 梅原テニス改修工事 ④ 梅原テニス　ハードコート整備改修工事
会員数 1,198

平成27年度 （2015）
① 山県市さわやか野球教室 ①

② 夏のイベント ②
（サマーフェスティバル）

　

10月　山県市総合運動場および伊自良総合運動場以外の
施設の市民無料化。(特定条件あり）

市内の野球部員を対象とした、中日ドラゴンズOB小松氏
他2名の元プロ野球選手による野球教室を開催。
創立15周年を迎え、趣向をかえ『体験しよう！～熱気球
～』を開催。約270名の方に搭乗いただきました。

Ⅱ期管理委託施設の他、新たに2体育施設を加えて事業を
継続。本事業担当職員体制も再構築を行う。

トレーニングルームリフレッシュオープンに伴い、ルーム
にスタッフ常時配置。新規講習会の廃止。

各種目からのボアランティア参加と、山県市チームミナモ
への参加協力。
１月・2月　岐阜県科学トレーニングセンターより、ジュ
ニア期のスポーツ科学とスポーツ医学について研修会を開
催。

４月　「石川 佳純選手 卓球教室＆トークショー」クラブ
夢プレ企画2013・山県市合併10周年記念として、ロン
ドンオリンピック卓球女子団体銀メダリストの石川選手を
招聘。

いろいろなスポーツにチャレンジしよう！を目的として
『チャレンジスタンプラリー』を開催。

恒例となった硬式テニス大会にて、スピードガンコンテス
トを実施。
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